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三河武士のやかた家康館開館記念特別展

瀋･‘け序い≪7二元i＆(l月３日～23日)

・家康館入場料大人300円　小人150円

④

LI月３日(文化の日)、三河武士のやかた家康館オープン(岡崎公園内)

写真は特別展の展示品の一部

　　い　よざねくろいとおどしどうまる①伊予札黒絲威胴丸　（徳川家康）

②玉7,（国宝）茲粂誠 fz郎　･･　）

③熊時計　　　　（　//　　　）

④ ^'=at:LA.lifi籍橘井伊直政)

⑤軍配　　（酒井忠次）

⑥榊原康政画像

⑦本多忠勝画像
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三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
が
、
十
一
月
三
日
午
後
一
時
か
ら

一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

犀こZ5Jj･ダぶ’‘１、SS’

●
常
設
展
示
室

　
【
常
設
の
展
示
内
容
】

　
武
士
の
動
向
を
中
心
に
、
三
河
一
帯
の

歴
史
を
さ
ぐ
り
、
足
利
氏
か
ら
松
平
八
代

を
経
て
家
康
に
至
る
ま
で
を
、
次
の
八
コ

ー
ナ
ー
に
分
け
て
展
示
（
各
コ
ー
ナ
ー
の

代
表
的
な
も
の
を
掲
出
）

○
三
河
武
士
の
源
流

　
当
地
方
と
足
利
氏
と
の
結
び
つ
き
な
ど

鎌
倉
時
代
以
降
の
三
河
武
士
の
姿
を
展
示
。

▼
三
河
の
古
城
（
カ
ラ
ー
ゴ
ル
ト
ン
）

▼
足
利
尊
氏
の
如
書
（
総
持
尼
寺
蔵
）

＠
室
町
幕
府
と
三
河
武
士

　
室
町
幕
府
体
制
の
中
で
、
松
平
氏
が
徐

徐
に
歴
史
に
表
わ
れ
て
く
る
過
程
を
展
示
。

▼
初
代
親
氏
木
像
（
複
製
）
高
月
院
蔵

▼
三
代
信
光
陣
羽
織
　
万
松
寺
蔵

＠
松
平
氏
の
飛
躍
と
譜
代
家
臣
の
形
成

　
松
平
氏
が
三
河
地
方
を
支
配
し
、
諸
氏

を
服
属
さ
せ
な
が
ら
、
七
代
清
康
の
守
山

一 一- ・

崩
れ
に
よ
り
一
拳
に
弱
休
化
し
て
い
く
過

程
を
展
示
、

▼
四
代
親
忠
兜
（
複
製
）
伊
賀
八
幡
宮
蔵

▼
七
代
清
康
暗
殺
　
ジ
オ
ラ
マ

○
家
康
出
生
か
ら
人
質
時
代

　
希
代
の
英
傑
徳
川
家
康
が
、
岡
崎
城
に

暇
々
の
声
を
あ
げ
る
。
し
か
し
、
母
於
大

の
方
の
離
縁
、
父
広
忠
の
死
、
そ
し
て
駿

府
の
今
川
氏
で
の
人
質
時
代
な
ど
。
忍
従

の
少
年
・
青
年
時
代
を
展
示
。

▼
来
照
社
縁
起
（
複
製
）
日
光
来
照
宮
蔵

▼
松
平
元
康
木
像
　
大
聖
寺
蔵

＠
家
康
の
三
河
平
定

　
人
質
か
ら
解
放
さ
れ
た
青
年
家
康
が
、
一

向
一
揆
に
打
ち
勝
ち
、
三
河
を
平
定
し
て
戦

国
大
名
へ
と
成
長
し
て
い
く
過
程
を
展
示
。

▼
金
陀
寿
塗
具
足
（
複
製
）
久
能
山
東
昭

宮
蔵

▼
大
樹
寺
門
前
の
戦
い
　
ジ
オ
ラ
マ

＠
武
田
氏
と
の
抗
争
十
四
年
間

　
武
田
信
玄
、
勝
頼
父
子
と
の
抗
争
を
経

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
康
と
三
河
武
士

｜

●
特
別
展
示
室

　
【
特
別
展
】

　
「
徳
川
家
康
と
四
天
王
展
」

　
家
康
と
四
天
王
の
代
表
的
な

遺
品
二
十
九
点
、
そ
の
う
ち
国

宝
一
点
、
重
要
文
化
財
十
一
点

を
展
示
予
定
。

　
期
間
　
1
1
月
2
3
日
ま
で

・
徳
川
家
康
関
係

　
国
宝
　
太
刀
　
来
孫
太
郎

　
重
要
文
化
財
　
歯
柔
具
足

　
重
要
文
化
財
　
束
照
社
縁
起

回
酒
井
忠
次
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
*
i
]
Ｊ
ど
･
ｒ
　
≪
≫
ｏ

　
重
要
文
化
財
　
色
々
威
胴
丸

參
本
多
忠
勝
関
係

　
重
要
文
化
財
本
多
忠
勝
画
像

・
奪
榊
原
康
政
関
係

　
重
要
文
化
財
　
康
政
所
用
兜

漸
井
伊
直
政
関
係

　
重
要
文
化
財
　
赤
塗
胴
具
足

・
開
館
記
念

　
各
種
催
し
物
案
内

本多忠勝所用｢野太刀譚｣
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が
天
下
統
一
へ
の
底
力
を
養
う
過
程
を
展

示
。

▼
三
方
ヶ
原
幟
役
画
像
（
複
製
）
徳
川
黎

明
会
蔵

▼
長
篠
合
戦
図
屏
風
（
複
製
）
成
瀬
家
蔵

＠
豊
臣
政
権
と
家
康

　
東
海
一
の
弓
取
り
と
な
っ
た
家
康
が
、

小
牧
、
長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、
そ
の

実
力
を
天
下
に
示
す
過
程
を
展
示
。

▼
家
康
書
状
　
岡
崎
市
蔵

▼
榊
原
康
政
画
像
（
複
製
）
榊
原
家
蔵

＠
江
戸
幕
府
の
基
を
築
い
た
家
康

　
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
を
お
さ
め
た
家

康
が
、
三
河
武
士
を
全
国
に
転
封
し
、
江

戸
幕
府
三
百
年
の
泰
平
の
基
を
築
い
た
後
、

そ
の
重
く
て
遠
い
生
涯
を
閉
じ
る
過
程
を

展
示
。

▼
関
ヶ
原
の
戦
い

▼
徳
川
家
康
画
像

ス
ラ
イ
ド
ジ
オ
ラ
マ
　
ー

宝
林
寺
蔵
　
　
　
　
　
一

式サ
イ
ン

パ

会典

午
前
1
0
峙
3
0
分

午
前
Ｈ
時
頃

花
時
計
周
辺

レ
ー
ト
　
午
後
１
時
頃

　
　
　
　
康
生
通

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
徳
川

家
康
」
出
演
の
滝
田
栄
（
家
康
）

と
竹
下
景
子
（
お
愛
の
方
）
両

俳
優
参
加

　
開
館
記
念
講
演
会
　
午
後
零

時
3
0
分
入
場
開
始
　
市
民
会
館

▼
正
調
五
万
石
披
露
…
午
後
１

時
4
5
分

▼
講
演
・
：
午
後
２
時
～
４
峙
3
0
分

　
（
講
師
／
徳
川
美
術
館
長
　
徳

川
義
宣
氏
　
九
州
大
学
教
授

藤
野
保
氏
）

※
聴
講
者
に
記
念
品
を
お
波
し

し
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
に
複
元
さ
れ
て
以
来
の
岡
崎
城
の
展
示
を
、
三
河
武
士
の
や

か
た
家
康
館
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
一
新
い
た
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
見
学
く

だ
さ
い
。
展
示
替
え
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第１収蔵庫

コ
ー
州
出
い

Ｆ
Ｆ
Ｌ
。
Ｆ
Ｉ
’

荷解室

kで1讐邑jl

第２

収蔵庫

機械室

ドライエリア
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難oくも

姻るく俸ばせ喬少年

家
庭
Ｌ
の
演
出
家
は

　
　
　
あ
な
た
で
す

　
青
少
年
の
非
行
や
家
出
等
の
原
因
は
、

大
な
り
小
な
り
必
ず
家
庭
の
あ
り
か
た
と

か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
は
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
人
間
形
成
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
か
け
が
え
の
な
い
憩
い
と
や
す
ら

ぎ
の
場
で
す
。
家
族
の
温
か
い
心
の
ふ
れ

合
う
だ
ん
ら
ん
の
場
で
あ
る
よ
う
、
家
族

み
ん
な
の
協
力
で
明
る
く
楽
し
い
家
庭
づ

く
り
を
演
出
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
は
し
つ
け
の

　
　
　
　
　
　
学
校

　
し
つ
け
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
い
社
会

人
に
育
つ
た
め
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
。
社

会
生
活
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
小
さ
い
う

ち
か
ら
教
え
ま
し
ょ
う
。

　
Ｏ
約
束
を
守
ら
せ
る

　
Ｏ
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

　
Ｏ
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る

　
よ
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
子
は
親
を

手
本
に
し
て
育
ち
ま
す
。
親
自
身
の
態
度

を
絶
え
ず
反
省
し
な
が
ら
「
わ
が
家
の
し

つ
け
」
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
も
り
つ
ぱ
な

　
　
　
社
会
の
」
員

　
人
は
集
団
の
中
で
学
び
、
鍛
え
ら
れ
、

成
長
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
団
体
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
ま
た
地
域
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
さ
せ
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
を
育

て
、
ま
た
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
喜
び
を

教
ヽ
疋
ふ
ぶ
し
I
＾
/
ｒ
＼
。

　
家
庭
内
の
仕
事
を
分
担
す
る
こ
と
は
、

家
族
の
一
貝
で
あ
る
自
覚
と
責
任
感
を
養

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
各
種
相
談
業
務

　
子
ど
も
の
こ
と
で
お
悩
み
の
か
た
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
相
談
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
教
育
相
談

　
市
社
会
教
育
指
導
貝
が
毎
週
木
曜
日
に
、

岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
で
、
生
活
習
慣
の

し
つ
け
、
社
会
性
の
発
達
、
情
操
な
ど
に

関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
で

社
会
教
育
課
社
教
係
（
酋
2
3
－
6
4
4
0
）

へ
お
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ
お
越

し
下
さ
い
。

●
少
年
相
談

　
岡
崎
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
明
大
寺
町
奈

良
井
酋
5
1
‐
‘
3
2
8
3
）
で
は
、
少
年
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
は
毎
週
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
（
午
前
九
時
～
午
後
四
時
）

で
す
。

　
●
心
の
電
話
お
か
ざ
き

　
心
の
電
話
お
か
ざ
き
は
、
小
中
学
生
と

そ
の
家
族
の
か
た
の
心
の
悩
み
や
苦
し
み

を
お
聞
き
し
、
い
っ
し
ょ
に
解
決
の
道
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
*
<
■
＋
-
＊
-
･
"

考
え
ま
す
。
電
話
は
2
2
－
0
7
8
3
で
、
午

後
六
時
～
九
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

た
だ
し
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
、
年
始

　
（
十
二
月
二
十
八
日
～
一
月
四
日
）
は
、

お
休
み
で
す
。
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前
述
し
た
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
招
へ
い
さ
　
市
長
の
提
起
し
た
「
都
市
経
営
論
」
で
、
あ
の
す

れ
た
講
師
は
、
自
治
省
の
事
務
次
官
を
始
め
、
臨
　
ば
ら
し
い
経
営
認
識
を
持
っ
た
偉
大
な
市
長
の
業

時
行
政
調
査
会
第
三
部
会
長
、
東
京
工
業
大
学
名
　
績
に
は
、
賛
美
と
あ
こ
が
れ
の
気
持
を
抱
い
た
こ

誉
教
授
な
ど
全
国
的
に
有
名
な
そ
う
そ
う
た
る
メ
　
と
も
事
実
で
あ
る
。

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
私
は
、
部
会
担
当
　
　
私
は
各
講
師
の
似
顔
絵
を
、
宿
舎
に
帰
っ
て
描

の
講
師
を
仰
せ
つ
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
部
会
と
　
い
て
お
き
、
最
後
の
パ
ー
テ
ィ
の
席
上
、
一
場
の

い
う
の
は
、
参
画
者
が
自
由
に
選
択
し
て
聴
講
で
　
笑
い
草
と
し
て
先
生
が
た
の
記
念
に
差
し
あ
げ
た
。

き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
参
画
　
こ
の
こ
と
で
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
・
国
際
事

者
の
人
数
に
よ
っ
て
人
気
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
　
情
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
矢
扁
釣
次
氏
か
ら
は
。

つ
て
い
る
。

　
私
は
「
均
衝
と
訓
和
、
ロ
マ
ン
と
創
造
の
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
題
で
講
演
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
私
の
と
こ
ろ

に
は
最
も
多
く
の
聴
講
者
が
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

私
の
人
生
の
中
で
大
き
な
感
銘
を
受
け
る
Ｉ
ペ
ー

ジ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
面
恥
ず
か
し
い
と
思

っ
た
こ
と
は
、
市
町
村
長
ク
ラ
ス
の
人
達
が
集
ま

っ
た
中
で
、
他
の
人
達
は
三
期
、
四
期
と
い
う
首

長
と
し
て
長
い
経
歴
の
持
ち
主
の
か
た
が
多
か
っ

た
。
こ
の
点
私
は
「
市
長
と
な
っ
て
わ
ず
か
二
年

余
り
で
す
が
」
と
、
苦
笑
い
し
な
が
ら
自
己
紹
介

を
し
た
覚
え
が
あ
る
。

　
今
回
の
勉
強
会
で
最
も
興
味
を
ひ
い
た
こ
と
は
、

国
際
的
な
ド
ル
不
安
、
ド
ル
高
円
安
と
い
っ
た
世

界
経
済
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
つ
は
、
神
戸

絵
に
感
銘
し
た
こ
と
を
記
し
た
礼
状
と
と
も
に
、

教
授
の
著
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
が
ま

た
一
屑
大
き
な
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
、
た

い
へ
ん
意
義
の
深
い
勉
強
会
で
あ
っ
た
。

信州　上田城



６

も
う
一
つ
の
サ
イ
レ
ン
塔

ｊ
ｌ

/●^　　T　
　
「
あ
っ
六
時
の
サ
イ
レ
ン
だ
、
私
も
う

帰
ら
な
き
ゃ
Ｉ
」

と
夏
休
み
の
あ
る
日
そ
ん
な
子
供
達
の
会

話
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
市
の
中
心
地
甲
山
会
館
西
の
小
高
い
山
、

こ
の
山
が
９
　
誂
で
す
。
こ
こ
に
は
甲
山
公

園
が
あ
り
、
公
園
か
ら
ゆ
る
や
か
な
石
段

を
登
り
き
る
と
頂
上
に
つ
き
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
一
月
に
建
て
ら
れ
た
サ

イ
レ
ン
塔
「
た
つ
き
の
鐘
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
塔
に
は
、
大
小
の
ラ
ッ
パ
が
四
方

八
方
に
つ
い
て
い
て
、
朝
六
時
に
「
草
競

馬
」
夕
方
六
時
に
「
七
つ
の
子
」
の
曲
が

流
れ
ま
す
。
今
で
は
甲
山
も
草
や
木
が
生

い
茂
り
う
す
暗
い
所
と
な
り
人
々
の
訪
れ

る
の
が
遠
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
又
こ
の
甲
山
に
は
も
う
一
つ
の
サ
イ
レ

ン
塔
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
塔
よ
り
ず
っ
と
離
れ
た
所
に

あ
り
、
そ
こ
へ
は
、
人
一
人
通
れ
る
細
い

道
を
草
を
か
き
分
け
、
や
ぶ
蚊
に
さ
さ
れ

た
り
し
て
や
っ
と
行
け
ま
す
。
こ
の
塔
に

は
、
つ
る
草
が
巻
き
つ
き
、
塔
の
形
す
ら

見
分
け
が
つ
か
な
い
け
れ
ど
、
つ
る
草
の

間
か
ら
か
す
か
に
鉄
塔
ら
し
き
も
の
が
見

ら
れ
る
程
度
で
説
明
が
な
い
と
気
が
つ
き

ま
せ
ん
。

　
こ
の
塔
は
、
戦
時
中
は
空
襲
に
な
る
と

女
学
校
（
今
の
市
民
会
館
の
所
）
の
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
空
襲

警
報
を
知
ら
せ
た
り
、
時
刻
を
知
ら
せ
た

り
、
と
い
う
こ
と
で
市
民
に
と
っ
て
は
大

昔を語る

　道しるべ

竜海・高村

　
家
の
前
の
デ
コ
ボ
コ
道
を
歩
い
て
、
小

ち
ゃ
な
石
橋
を
渡
る
と
二
股
の
道
に
出
く

わ
す
。
あ
た
り
一
面
広
い
田
畑
が
つ
づ
き

春
に
は
菜
の
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
夏
に
は

冬
を
告
げ
て
く
れ
る
。
あ
ち
こ
ち
の
田
勺

ぼ
に
は
「
ス
ズ
ミ
」
が
い
く
つ
も
立
ち
並

び
子
供
た
ち
の
、
ひ
な
た
ぽ
っ
こ
や
胆
上

げ
の
格
好
の
場
所
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
ふ
た
ま
た
に
な
っ
た
道
の
真
中
に
小
さ

な
石
地
蔵
を
刻
み
こ
ん
だ
道
し
る
べ
が
あ

っ
た
。
「
右
、
西
尾
・
平
坂
み
ち
、
左
、

な
か
じ
ま
・
あ
い
ば
み
ち
」
と
記
し
て

あ
る
。
裏
側
に
嘉
永
二
年
七
月
、
青
物
仲

間
と
、
か
す
か
に
読
み
と
れ
る
。
そ
の
昔

こ
の
道
し
る
べ
の
所
を
境
に
。
南
か
ら
お

百
姓
さ
ん
が
農
作
物
を
持
ち
よ
り
、
ま
た

北
か
ら
は
町
の
商
人
が
来
て
市
場
が
開

か
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
当
峙
の
青
物
仲
間

が
建
て
た
と
い
う
珍
し
い
道
し
る
べ
で
あ

る
。

　
石
碑
の
前
に
立
ち
止
ま
る
と
往
時
の
市

場
の
ざ
わ
め
き
が
耳
に
入
っ
て
来
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年
二
四
八
号

線
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
取
り
除
く
こ

と
と
な
り
現
在
は
六
名
小
学
校
の
校
庭
の

片
隅
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

＼｀t Ｊ･

切
な
塔
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
塔
を
知
る
人
も
年
々
数
少
な
く
な

っ
て
い
る
現
在
、
祖
父
母
や
父
母
か
ら
、

子
供
へ
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

蛙
の
合
唱
が
耳
に
入
っ
て
来
る
。
時
に
は

螢
が
暗
闇
を
フ
ワ
リ
、
フ
ワ
リ
と
飛
ん

で
来
る
。
実
り
の
秋
と
も
な
れ
ば
重
い
稲

穂
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
が
は
る
か
遠
く
電
車
道

（
現
二
四
八
号
線
バ
ス
通
り
）
ま
で
、
サ
ラ

サ
ラ
と
波
打
っ
て
い
た
。
田
ん
ぼ
で
わ
ら

く
ず
を
燃
す
た
び
に
赤
い
炎
が
夕
焼
け
を

ひ
と
き
わ
赤
く
染
め
た
。
そ
し
て
夕
暮
お

そ
く
ま
で
牛
車
や
大
八
車
が
、
ギ
シ
ギ
シ

と
音
を
た
て
て
、
ゆ
き
き
し
て
い
た
。

　
秋
の
取
り
入
れ
も
終
わ
り
、
や
が
て
木

枯
ら
し
が
吹
き
。
木
の
葉
が
カ
サ
コ
ソ
と
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鰹。
血液はいつ必要になるかわかりません、そんな時

いつでも、だれでも安心して輸血が受けられるよ

うあなたの「愛の血液」をプレゼントしてください

岡崎地区献血推進協議会(援護助成課内S23－6145)

R11月の献血日程

日　　　　　時 場　所 主　催

４日

困

午前10時～正　午
六ッ美農協

本　　　店

六ッ美地区

献　血　会

午後1 時～3　時 緑丘小学校
緑丘学区

献　血　会

22日

(月)
午前io時～午後３時

シ　ピ　コ

西口小公園前

中央ライオン

ズクラブ

26日

　圏

午前10時～正　午 岡崎市体育館
六名スポーツ

愛　好　会

午後１時～午後3時 篭田公園
葵ライオンズ

ク　ラ　ブ

毎月第２・第４水曜日

　午前10時～午後３時
市立岡mm院

岡崎地区献血

推進協議会

＜献血グループを作りましょう＞

　　今、岡崎市では、100を超える献血

　グループが組織され、定期的に献血

　を行っています。みなさんの自主的

　盛りあがりにより地域で、職域で献

　血グループを作りましょう。

　　※資料、ちらしなどは事務局に用

　　　意してあります。

＜血液検査サービスのお知らせ＞

　　　本年４月より献血いただいたかた

　　全員に、６項目の血液検査の結果を

　　お知らせし、健康管理に役立ててい

　　ただくことになりました。

　　l.GPT検査…………J汗臓機能障害

　　2.アルカリフォスターゼ検査………

　　　　　　　　　　胆道閉塞、骨疾患

　　3.総たん白検査……栄養不良、浮腫

　　4.A G比検査…急性肝炎、肝硬変症

　　5.尿素窒素検査…………腎機能不全

　　6.コレステロール検査………………

　　　　　　　閉塞性黄疸、動脈硬化症

区　分 内　　　　　　容 　　　　Ｏ　　Ｏま民ん今
さ多領日申二対すのの後国

?^

せ数しま込十象゜かよの際　員
ての　｀で手五　　　たり市的　課
い場おに終歳市　が良行な　人
た合申　｀等以内　たい政見　事
だは込職　上在　かごの聞　係
き　｀み員十五住　ら意問を
ま申く課一十一　参見題広　ａ
す込だで月五一　加をにめ　23
°書き申一歳年　者得って　１

　にい込日未以　のるいい　６
　よ　゜用か満上　募たてた　０
　り応紙らの一　集め　｀だ　○
　選募を二かで　を　｀皆き　２
　考者受十た。｀　し市さ｀1,sj

11171

mz

n

座

^B

期　日
昭和58年２月６日から

13日までの８日間

派遣人員 ４人

派ifi先 アメリカ西部各都市

視察して

いただく

こと

都市産業、都市防災、

救急医療システム、

社会福祉及び教育など

経　費 概算51万円

市からの
委託料

45万円

｜



８

生
活
情
報

生
活
課
消
費
生
活
係

登
2
3
－
6
2
1
9

買
い
も
の
の

め
や
す

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
調
べ
た
価
格
の
う
ご
き

　
市
で
は
、
市
内
に
お
け
る
小
売
価

格
の
動
向
を
見
る
た
め
、
消
賞
生
活

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

毎
月
小
売
価
格
の
調
査
を
し
て
い
ま

(▲印は減を表わす)小売価格調査結果

す
。
次
の
表
は
７
月
か
ら
９
月
の
平

均
価
格
の
推
移
を
表
わ
し
た
も
の
で

す
。
９
月
の
調
査
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
が

台
風
と
そ
の
後
の
天
候
不
順
の
影
響

品目名 規　格 単位
７月 ８月 ９　　　　　月

平均娠格平均価格心丿晒格付則比 間毘 li諧‘‘'“･｀｀

,Vれいしよ 出'lm多いもの l　k ltilf'l L73円 ㈲i h,良 －％ l川~2叫

たまねぎ 山回')の多いもの l　k 120 圀 123 ▲5.4 80～i釦

キギベツ 山回りの糾､もの １　㎏ Hi 1B9 測 63.5 m ヽ412

鶏　　卵 M叶イズロ俐入n １バリ 固 192 203 5.7 il5.1 i部～'加

啄　　肉 中ﾓﾓ 1 Oり 16S 図 17! fl.6 5.5 155～m

み　　そ ■・タス＼k入|| １　袋 225 221 ｍ ■^3 ▲7.^ 図～248

しよう油 ･ヽ,ｱ入')並 ｌ　ｉ 劉 283 Ｓ ０ 4.8 2S0 ～295

食　用　柚 サラダ副,俣μ･ン人 １　本 5Sl 576 579 Ｍ 昌 ～638

牛　　乳 抵容器へ･|1,(]00:m'1　^J ･■219 m ｍ ▲u 5 188 ヽ228

砂　　糖 上白lk入<＼ １　袋 253 1& m ▲0.4 ▲S,5 m ヽ・

匹腿 ― 15Ug入･) ！　卜 沁 97!i 967 A 0.8 11.4 923 ヽm

と　つ　ふ 妁V恥 1　r fl7 湧 A 1.1 3,ii TO ヽion

｝イ■'　F
ペー♂ｉ －－

占眠I↑! 1 1 4 r= u 3 in
二* ミ^，口人･j 剛m

ｉパリ m 193 m ▲L7 ▲7.5 旧~m

か■' 'Jン レ私ラー罵鉛現全売り１　１ ＼62 169 !Tり Ｍ 4,9 m ～175

で
大
幅
に
値
上

が
り
し
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
は
元

売
り
価
恪
の
他

上
げ
に
よ
り
８

月
調
査
か
ら
他

Ｌ
が
り
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
見
通

し
と
し
ま
し
て

は
、
キ
ャ
ベ
ツ

は
平
年
並
の
入

荷
が
見
込
ま
れ

価
格
も
落
ち
着

く
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
コ
ー
ヒ

ー
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
輸
入
品
は

為
替
市
場
で
円

安
が
続
い
て
お

り
ま
す
の
で
値

上
が
り
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

一－－-－－－一一一一-－一一一一一一一-－一
二－ｌ之心●べｰ．之－之－･

Ａ▲Ａ▲一轟一二一合あ轟Ａ轟4二－４Ａ嘉一嘉4轟－▲一轟あ轟A嘉一嘉4轟ｄ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
ａ
2
3
1
６
４
3
２

《1

岡
崎
公
園
か
ら
北
野
廃
寺
跡
に
至
る
矢
作
地
域

を
中
心
に
散
策
し
な
が
ら
、
郷
土
の
歴
史
と
文

化
財
を
学
習
し
て
い
た
だ
く
た
め
″
歩
く
文
化

財
め
ぐ
り
″
を
実
施
し
ま
す
。
ご
家
族
で
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
期
日
　
Ｈ
月
2
1
日
間
（
雨
天
の
場

合
は
Ｈ
月
2
8
日
剛
）

　
集
合
　
岡
崎
公
園
五
万
石
ふ
じ
だ

な
の
下
。
午
前
９
時
集
合

　
解
散
　
岡
多
線
中
岡
崎
駅
・
午
後

四
時
頃

歩
く
文
化
財
め
ぐ
り
順
路

り

　
参
加
費
　
無
料
。
た
だ
し
岡
多
線

乗
車
賃
（
百
四
十
円
。
子
供
半
額
）

は
各
自
で
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
込
み
　
教
育
委
貝
会
杜
会
教
育

課
文
化
係
（
豊
2
3
・
6
4
3
2
）

へ
１
１
月
1
3
日
出
ま
で
に
電
話
で
お
巾

込
み
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
昼
食
、
水
筒
、
筆
記
用

具
を
用
意
し
、
軽
装
で
運
動
靴
を
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

＝･T,？

　
コ
ー
ス
　
岡
崎
公
園
↓
白
山
神
社

↓
光
明
寺
↓
勝
蓮
寺
↓
矢
作
神
社
↓

願
照
寺
（
昼
食
）
↓
長
瀬
八
幡
宮
↓

北
野
廃
寺
跡
↓
北
野
桝
塚
駅
x
m

中
岡
崎
駅
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1
0
月
2
4
日
・
刊
‥
月
フ
日
の
日
曜
施
設
め
ぐ
り

　
（
鳳
来
教
育
林
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
）
の
参
加

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
八
十
八
名
に

対
し
、
三
百
六
十
九
名
の
応
募
が
あ
り
、
厳

正
に
抽
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
j
1
0
月
1
3
日
１
１
‐

一一

ミ
ニ
バ
イ
ク
の

岡
崎
警
察
一

事
故
を
防
ご
う
が
‥

　
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
免
許
は
。
比
較
的

間
単
に
取
得
で
き
、
買
物
な
ど
に
便

利
な
た
め
、
女
性
の
間
で
大
変
流
行

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
3
0
歳
代

の
主
婦
の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
車
体
が
小

さ
く
、
自
動
車
か
ら
見
に
く
い
と
い

う
欠
点
か
ら
も
事
故
が
多
く
起
き
て

い
ま
す
。

〈
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
よ
う
〉

・
死
亡
者
の
8
3
・
３
％
は
、
頭
部
の

　
け
が
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
あ
ご
ひ
も
は
、
し
っ
か
り
締
め
て

　
正
し
く
か
ぷ
り
ま
し
ょ
う
。

〈
昼
間
点
灯
を
し
ま
し
ょ
う
〉

・
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
他
の
車
に
大
き
く

　
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

・
大
型
車
の
左
折
巻
き
込
み
事
故
が

　
起
き
や
す
い
交
差
点
で
は
、
特
に

　
効
果
的
で
す
。

≪原付(ミニバイク)による事故の負傷者数≫　S 57. 8. 31現在

男
女
別
・

-
公害交通1

--一一一一-一一
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お知らせ

｜

症
の
か
た

○
　
知
能
指
数
が
5
0
ま
で
の
精
神
薄

弱
者
の
か
た

ｅ
　
自
閉
症
又
は
自
閉
様
症
状
の
精

神
障
害
の
あ
る
か
た

　
受
給
者
証
の
交
付
手
続
き

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、

援
護
助
成
課
医
療
助
成
係
又
は
最
寄

り
の
支
所
へ
次
の
も
の
を
持
参
し
て

交
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
田
印
鑑
　
倒
健
康
保
険
証
　
倒
身

体
障
害
者
手
帳
等

　
（
注
）
　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た

り
、
老
人
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
た
は
、
助
成
の
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
募
集
す
る
住
宅
　
竜
海
荘
・

ひ
ば
り
荘
・
陣
場
荘
・
大
池
荘
・
萱

林
荘
・
福
岡
荘
・
大
樹
寺
荘

　
常
時
募
集
し
て
い
る
住
宅
　
若
松

荘
・
平
地
荘
・
桑
谷
荘
・
天
神
荘
・

土
井
荘
・
中
之
郷
荘

1
1
月
の
自
作
ビ
デ
オ

　
　
　
放
映
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
6
3
6
7

●
場
所
　
市
役
所
―
階
市
民
課
ロ
ビ

　
ー
、
２
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
　
市
民

　
病
院
―
階
玄
関
ホ
ー
ル

●
時
間
　
午
前
1
1
時
か
ら
約
１
時
間

:ﾆ汀
ゴ

::に::に::に潤

4；　みアモ 年作を

り｀゛
飛
ｌ

ａ

９

バ年
　い

作を

')
｜Ｈｔ 曹

十

字７
作を

･)
ｉＨ

Ｉ
賢
び

｜

※
　
地
元
関
係
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
放
送

　
の
時
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　
　
　
　
の
日
曜
休
業

商
工
労
政
課
商
工
係
容
2
3
－
6
2
1
0

　
揮
発
油
販
売
業
法
の
改
正
に
伴
い
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
1
0
月
１
日
よ

り
、
一
部
の
当
番
店
を
除
い
て
日
曜

日
の
営
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
番
店
に
つ
い
て
は
、
商

工
労
政
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ガ

ソ
リ
ン
の
消
費
節
減
に
ご
協
力
を
が
‥

回
岡
崎
市
民
テ
ニ
ス
教
室

第４

受
講
生
募
集

教
育
委
員
会
体
育
課

　
　
　
　
　
　
豊
2
3

期
日
　
Ｈ
月
2
7
日
出
、

6
3
６
3

2
8
日
闘
、

午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時
（
雨
天

の
と
き
は
2
7
日
の
み
岡
崎
市
体
育
館

で
開
催
、
2
8
日
は
中
止
）

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
指
導
者
　
森
清
吉
（
デ
ビ
ス
カ
ッ

プ
日
本
チ
ー
ム
前
監
督
）
名
黒
明
徳

　
（
全
日
本
選
手
ラ
ン
キ
ン
グ
ー
位
）

外
３
名

　
人
員
　
初
級
・
中
級
・
各
1
0
名

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
参
加
費
　
四
千
円

　
申
込
方
法
　
１
１
一
月
1
3
日
出
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
参
加
ク
ラ

ス
を
明
記
の
う
え
、
岡
崎
市
十
王
町

２
丁
目
９
　
岡
崎
市
教
育
委
員
会
体

育
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
講
習
中
の
事
故
等
に
つ

い
て
は
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、
そ

の
後
の
責
は
負
い
ま
せ
ん
。

障
害
者
医
療
費
受
給
者

　
証
は
届
き
ま
し
た
か

援
護
助
成
課
医
療
助
成
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
1
6
1
4
８

　
前
号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
1
-
Ｈ
月
１
日
か
ら

使
用
で
き
る
新
し
い
「
障
害
者
医
療

費
受
給
者
証
」
を
1
0
月
2
6
日
に
発
送

し
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
新
し
い
受
給
者
証
が
届
か

な
い
か
た
は
、
援
護
助
成
課
医
療
助

成
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対
象
者

当＠級○

－　　　　● 　
身
体
障
害
者
手
帳
の
Ｉ
級
Ｉ
３

ま
で
の
障
害
の
あ
る
か
た

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
４
級
に
該

す
る
じ
ん
臓
の
機
能
に
障
害
が
あ

る
か
た

級＠
　
身
体
障
１
　
者
手
帳
の
４
級
～
６

ま
で
に
該
当
す
る
進
行
性
筋
萎
縮

市
営
住
宅
空
家
の

　
　
入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課
　
豊
2
3
1
6
３
２
０

　
昭
和
5
8
年
１
月
１
日
か
ら
、
昭
和

5
8
年
６
月
3
0
日
ま
で
に
空
家
が
予
想

さ
れ
る
市
営
住
宅
の
入
居
予
定
者
を
、

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
資
格
、
申
込
方
法
等
の
詳
細

は
、
Ｈ
月
1
5
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
申
込
受
付
　
Ｈ
月
2
9
日
～
1
2
月
２
日

建
築
住
宅
課
へ
（
用
紙
は
Ｈ
月
1
5
日

よ
り
建
築
住
宅
課
お
よ
び
、
各
支
所

で
お
渡
し
し
ま
す
）
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挙
　
▼
青
少
年
非
行
防
止
　
▼
反
核

　
市
内
各
所
で
社
会
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

蚕
前
夜
祭
　
Ｈ
月
1
3
日
出
　
午
後
７

時
～
1
0
時

　
場
所
　
矢
作
北
学
区
市
民
ホ
ー
ム

　
内
容
　
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
の

し
げ
み
つ
く
み
さ
ん
を
迎
え
て
、
シ

リ
ー
ズ
「
青
春
と
個
性
と
自
立
と
」

と
題
し
て
語
ろ
う
会
と
団
体
別
活
動

発
表
を
行
い
ま
す
。

争
本
祭
　
Ｈ
月
1
4
日
間
　
午
前
1
0
時

～
午
後
４
時

　
場
所
　
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
落
合
恵
子
講
演
、
活
動
発

表
、
生
活
文
化
展
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
を
は
じ
め
多
く
の
行
事
を
予
定

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

係
法
令
、
実
習

　
申
込
方
法
　
Ｈ
月
８
日
㈲
ま
で
に

受
講
申
込
書
に
講
習
費
を
添
え
て
消

防
本
部
予
防
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

―
Ｏ

Ｌ
Ｖ

（
用
紙
は
予
防
課
に
あ
り
ま
す
）

※
　
予
定
人
員
１
０
０
人
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

　
講
習
費
　
千
七
百
円

市
政
だ
よ
り

　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

保
健
だ

　
　
　
　
　
豊
2
1
一

休
日
緊
急
当
直
医
．

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

子
ど
も
の
お
は
な
し

　
　
　
　
雲
2
1
局
1
1
1
3
番

　「さくらぱぱ」

丹坂町　11月１日～15a

岡
崎
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
　
　
　
　
　
豊
’
一
‘
－
８
0
７
７

　
日
時
　
1
1
月
1
4
日
間
　
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
３
時

　
場
所
　
束
公
園
広
場
（
雨
天
の
と

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
　
②
運

動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
主
催
　
岡
崎
障
害
者
団
休
連
絡
協

議
会

新
規
購
入
1
6
ミ
リ

　
映
画
の
貸
出
し

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
a
2
3
－
６
3
6
７

岡
崎
の
石製

品

な一

ぞ休
問さ
答ん
と

山Ｓ
伏な
１ぞ

お
ば
捨
て

山
の
月

こプ
うン

つプうン

あた
んい

ぜむ
んの

とと
そう
のふ
子屋

どか
もあ

たさ
ちん

街
あ
な

た
と
救

急
車

－
－
ホ
ン
ザ
ル
母

の
愛

ｙ

ン
ナ

｜

ボ
ケな

い
老
後

と
お
く
て
近

い
遺

子

育
て

の

～－
－
－
ろ

１

セ

希1

望

題

名

30
分

25
分

21
分

15
分

48
分

3S
分

24
分

30
分

23
分

31
分

32
分

32
分

31
分

35
分

時
間

郷ぷ

介

動

画

人
形
劇

劇

画

社会教育
分

野

※
　
『
岡
崎
の
石
製
品
』
は
、
愛
知

の
伝
統
産
業
シ
リ
ー
ズ
の
５
作
目
と

し
て
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
が
製
作

し
た
作
品
で
す
。
内
容
は
、
岡
崎
の

石
工
業
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、

地
場
産
業
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

防
火
管
理
者

　
講
習
会
の
開
催

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
酋
2
1
‐
5
1
5
1

　
消
防
法
に
定
め
る
防
火
管
理
者
の

資
格
を
得
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

　
日
時
　
Ｈ
月
1
8
日
困
・
1
9
日
倒

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　
会
場
　
岡
崎
市
消
防
本
部
（
朝
日

町
）
３
階
講
堂

　
内
容
　
防
火
管
理
全
般
、
消
防
関

第
2
0
回

岡
崎
市
青
年
祭

岡
崎
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
容
5
1
－
４
1
０
4

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
　
▼
世
界
の

子
ど
も
と
手
を
つ
な
ご
う
　
▼
交
通

安
全
　
▼
町
を
緑
に
　
▼
明
る
い
選
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お知らせ皿

白回自(色

　　一
主催　市立岡崎病院看護局

争講演も相談も無料です

11月３日
　午後１時

岡
崎
公
園

　
北
駐
車
場

　
　
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
－

岡
崎
公
園
北
駐
車
場
　
ｔ
　
　
Ｃ
Ｎ
Ｉ
０
３
５

都
市
計
画
課
　
萱
2
3
－
６
2
４
８

・
駐
車
場
の
概
要

　
立
体
駐
車
場
　
・
構
造
…
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
２
階
３
層
建
　
・
形
式

…
自
走
式
　
・
収
容
台
数
・
：
旧
台
（
１

階
5
7
台
、
２
階
4
8
台
、
屋
上
5
8
台
）

　
平
面
駐
車
場
（
バ
ス
）
　
　
・
構
造

・
：
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
　
・
収
容
台

数
…
Ｈ
台

導
駐
車
場
利
用
方
法

　
利
用
時
問
　
午
前
８
時
～
午
後
９
時

※
　
午
後
９
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で

は
、
出
入
口
を
閉
鎖
し
ま
す
の
で
、

出
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
が
駐
車
は
で

き
ま
す
。
（
年
中
無
休
）

(とﾐﾆ多)昭和57年11月20日ID午後1時～4時と'　　岡崎市消防本部３階講堂

　　　　　　　(朝日町3丁目４番地)

　　　　①講演「生きがいのある
　　　ー

　　　しあわせを」

山本病院(豊橋市)

院長　山本孝之先生

(四)

　　　　②家庭での看護相談

（西二劈）病院で実際に患者さんをお

　　　　世話している保健婦、助産婦、

　　　　看護婦が、家庭での看護のご　ｅ　

相談にのります。

　　　　　また、家庭で簡単にできる

　　　　看護用品も展示します。

｜

　
利
用
料
金
　
乗
用
車
（
バ
ス
を
除

く
自
動
車
）
　
午
前
８
時
～
午
後
９

時
【
3
0
分
・
：
百
円
】
午
後
９
時
～
午

前
８
時
【
3
0
令
：
三
十
円
】
回
数
券

百
円
券
（
Ｈ
枚
綴
）
…
千
円
　
バ
ス

５
時
間
：
八
百
円

※
　
1
1
1
1
　
　
月
１
日
よ
り
、
康
生
地
下
駐

車
場
が
施
設
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

民
営
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
既
に
、
発
売
済
の
回
数
券
は
岡
崎

公
園
北
駐
車
場
に
て
使
用
で
き
ま
す
。

し__＿几二＿ごし

二二∧

士
Ｌ
Ｔ
し

ロ

り拙j

≪､案内図）

二

べ

皿モ　　蔵崎　　I*

'I胃Ｘ　●!幔奄　　り

/*x.鳥・
づド

づ

　
造
林
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
に
は
、
立
地
条
件
、
苗
木
の
遺
伝

的
性
質
の
よ
い
こ
と
、
保
育
が
十
分

に
行
わ
れ
る
こ
と
の
３
つ
が
そ
ろ
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
で
は

品
質
系
統
の
た
し
か
な
苗
木
を
斡
旋

し
ま
す
。

　
申
込
先
　
市
役
所
農
務
課
内
岡
崎

市
森
林
組
合
ま
た
は
、
各
町
林
業
総

代
さ
ん
宅
で
所
定
の
用
紙
に
記
入

　
申
込
期
限
　
Ｈ
月
2
0
日
出

　
価
格
　
ス
ギ
ー
ヒ
ノ
キ
ー
本
六
十

五
円
　
マ
ッ
三
十
五
円
位
の
予
定

※
　
森
林
組
合
で
は
、
人
手
の
な
い

か
た
の
た
め
に
山
林
の
作
業
を
す
る

「
受
託
造
林
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
任
人
権
擁
護

　
　
委
員
の
紹
介

生
活
課
市
民
相
談
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
－
６
４
9
２

　
人
権
擁
護
委
貝
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
し
た
伊
藤
義
郎
氏
ほ
か
３

名
の
か
た
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
1
0
月

５
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
次
の
４
名

の
か
た
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

≪就任者≫

氏　名 住　　所 電　話

阿部達雄

池田芳浚

高島司

渓谷銀蔵

仁木町字東郷23

明大寺町字西鰐中34-1

渡町字折角24-7

伊賀新町9-5

45－2928

51－5410

31－7600

22－2228

≪退任者≫

井田町

西魚町

連尺通

八帖町

義　郎

辰太郎

定
造

藤
原

伊
石

大久保

杉　浦　恵

30
日

肉

29
日

㈲

27
日
出

26
日
吻

25
日

困

24
日

困

22
日

剛

20
日

剛

19
日

吻

18
日
困

17
日

困

16
日

{■Xi

蛮

日
賤

●－
ド

六ぼ

区こ

　－　E?（

翠
黙
ト
一

付

乱

it
－7
－

Ｕ

リ

脹上

西和

一田
区一
・区

－Ｉ
一区二

・区
三｀

区羽

東杜

絹

酬

戮

一区郷

示
記

針針
Ｕ

フ

悛

四上

区地

.●4－
五区
y

　一六一
区区

●●
八三

区区

ｔ－
水福井岡

　　高

　　須

　　高
　　田

　　萱

　　園

リ舷

牡
Ｍ

誹
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お知らせ

物価調査にご協力を

　・小売業・サービス業対象に小売

　物価調査

　・調査期日　11月17・18 ・19日

　　　　一全国物価統計鯛査－

機
能
回
復
訓
練

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
－
－
　
　
－
・

福
祉
の
村
身
体
障
害
者
セ
ン
タ

ー
友
愛
の
家
ｆ
ｌ
ｊ
＾
-
８
０
7
７

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
脳
卒
中
そ
の

他
の
病
気
の
た
め
運
動
機
能
に
障
害

が
あ
っ
て
、
家
庭
等
で
闘
病
中
の
か

た
を
対
象
に
、
そ
の
機
能
の
回
復
訓

練
（
温
熱
療
法
な
ど
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ

れ
た
か
た
で
、
専
門
の
先
生
・
指
導

只
が
腫
々
の
相
談
・
助
言
を
い
た
し

ま
す
。
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

車
椅
子

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
り

　
に
つ
い
て
お
願
い

岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
　
豊
2
3
1
８
７
０
5

　
障
害
者
の
み
な
さ
ん
が
、
一
人
で

も
多
く
気
軽
に
ま
ち
に
出
か
け
て
も

ら
え
る
よ
う
に
ま
ち
の
調
査
点
検
を

し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
ま
と
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
街
地
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
が
、
各
世
帯
を
ま
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
を
手
伝
っ
て
く

だ
さ
る
か
た
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
商
品
仕
入
・
買
掛
・
手
形
決
済
、

ボ
ー
ナ
ス
支
払
な
ど
資
金
手
当
を
ご

希
望
の
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
融
資
額
　
千
八
百
万
円

　
融
資
期
間
　
運
転
資
金
＝
５
年
以

内
（
据
置
の
取
扱
い
も
で
き
ま
す
）

設
備
資
金
＝
７
年
以
内

※
　
設
備
資
金
は
、
業
極
、

　
に
よ
り
、
二
千
七
百
万
、

　
以
内

利
率
　
年
８
・
２
％

使
途

1
0
年

⑩
　
年
末
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま

　
す
の
で
、
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

　
　
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係
酋
2
3
－
６
1
5
４

主
催
　
愛
知
県

相
談
科
名
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交

付
に
関
す
る
医
学
的
判
定
・
袖
装
具

相
談

　
日
時
　
Ｈ
月
3
0
日
（
火
）
受
付
＝
午

前
1
0
時
～
正
午
　
診
断
＝
午
後
１
時

Ｉ
３
時
　
補
装
具
相
談
＝
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
市
福
祉
の
村
身
体
障

害
者
セ
ン
タ
ー
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
福
祉
課
障

害
係
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

年末資金はお早目にS23-6 2 14
　市では、中小企業者の皆さんに、事業に必要な資金の融資

あっせんを常時行っております。

　例年、年末になりますと申込みが急増しますので、年内に

資金を必要とされるかたは、12月10日までにお巾込みくださ

り^，

　〈融資あっせん制度の種類及び条件〉

制　度　名 屋含 期　閻 融資金額 融資利率(年)

中ｉ

ミ

通常資金
運転 ５年以内 　　口卜

500万円 ３年以内5.6

5 "　5.8

ｉ　１　6.7

設備 7 "

斟小鳩川地IK 得資企
設備 7 " 700万円

災害復旧資金 設備 7　II 700万円 S "　ri, r.
７　１ｆ　ri．H

不況対策資金 連転 5　// 700万円
3　j1　5.15
5 "　ri.K

公害防jl'. Mi .19:
雙　禰　資　舎

設備 7 " 1.000万円 S.6

巾小企業構世高/a化資金 設備 7 μ -a合3.000万|-'l
そタ)咆I．HOOﾉj]I

r>.e

転業・(!!i 業資令 設備 5 / 500万円 G,5

１
通常資金

運転 5　"
i,2oo万円

３年以内G.l

5 り　6.6

7 "　f).≪iU備 7 "

”IJ4j『 ｎ 5 " 350万円
3 ／　r. ．(1

５　ｆﾀ　B．M

rl｀7゛71゛Z ｎ 3 " 5.000万円 3 "　6.4

※　各制度とも､愛知県信用保証協会の信用保証付ですので、

　別途借用保証料力叱凄です。（転業･開業資金､転貸資金を除く）

※　転業・開業資金の対象となる業種は、製造業、建設業、

　卸売業、小売業、飲食業（風俗営業及びそれに類似するも

　のを除く）、印刷業、理容業、美容業です。

※　不況対策資金とは、国が法律に基づき、不況業極として

　指定した業種を営む中小企業者に対して、融資あっせんを

　するものです。指定業極は、経済状況により変動しますの

　で事前にお問合せください。

☆倒産関連及び不況業種に係る経営安定のための融資制度

制　度　名 使途 限度額 mm・利率 相ws 先

市 巾小を粛事業資金
o不況対策資金

運転 700万円 ３年年5.6％
5年年5 ,&％

市商工少政匯
　O23 －621･1

県

m.済環境適応資金
o経済女定資金

ｏ関it糾産PJj止資金
運転 2,000万円

３年年6.2％

5年年6.4％

県商工金融課

魯〈052》961－3111㈹
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お知らせ㎜

身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー

友
愛
の
家

定
期
事
業
の
ご
案
内

容
2
1
‐
・
８
０
７
７

　
【
友
愛
の
家
】

　
身
体
障
害
者
定
期
相
談
　
1
1
月
７

日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
２
時

　
機
能
回
復
馴
練
　
Ｈ
一
月
４
日
・
1
1

日
・
1
8
日
・
2
5
日
　
午
前
９
時
～
1
2
時

　
生
け
花
教
室
　
Ｈ
月
２
日
・
1
6
日

午
前
1
0
時
～
１
１
Ｈ
峙
3
0
分

　
書
道
教
室
　
１
１
一
月
２
日
・
1
6
日

午
後
零
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分

　
歌
の
集
い
　
1
1
月
７
日
　
午
後
―

時
～
４
時

　
【
竜
城
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
】

　
水
泳
教
室
　
Ｈ
月
５
日
・
1
2
日
・

1
9
日
・
2
6
日
　
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時
3
0
分

　
【
福
祉
の
村
体
育
館
】

　
卓
球
教
室
　
Ｈ
月
1
0
日
・
2
4
日

午
後
６
時
3
0
分
１
８
時
3
0
分

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
　
Ｈ
月
1
0

日
　
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

　
【
福
祉
の
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
】

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
　
1
1
月
７
日

・
2
1
日
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

知
識
と
技
術
」
を
取
得
し
た
こ
と
に

よ
り
、
防
災
活
動
の
救
急
部
門
の
一

貝
と
し
て
地
域
の
お
世
話
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

か
じ
め
岡
崎
勤
労
会
館
へ
確
認
の
う

え
、
所
定
の
用
紙
に
よ
り
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
施
設
の
概
要
　
講
堂
（
8
0
0
人
）
小

ホ
ー
ル
（
3
0
～
6
0
人
４
室
）
研
修
室

　
（
8
0
人
）
宿
泊
室
（
5
4
人
1
4
室
）
日

本
間
（
２
室
）
体
育
館
、
屋
外
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
２
面
（
ナ
イ
タ
ー
設
備
有
）

※
　
料
金
等
詳
細
は
、
県
労
働
部
労

政
課
（
公
０
５
２
－
９
６
１
－
2
1

1
1
内
線
3
4
1
0
）
又
は
岡
崎
勤

労
会
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈料金略表〉

-

使用場所 区　　分 料　金く予定）

講　　堂
午前･午後･夜悶 11,500～17,300円

全　　日 38.400円

小ホール
午前･午後一夜間 3,900～5,800円

全　　日 12,900円

会議室 ４時間につき 900～2.700円

研修室 2,200～3,300円

日本間 500- 1,900円

宿泊室 １人Ｕ白につき 1,800円以内{ft事剔

体育室
全部利用 ２時間800円

一郁利用 ２時間300円以内

屋外テニスコート １コート2時川 300円(ナイター1時間500)

｜否“ ＼

○
南
公
園

昌　　Ｘ
ノ

!･
鵬|

±tftlこノ

※料金は労働組合又は勤労青少年が使用する場合です。

幼
児
教
室
の
開
催

保
健
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
1
６
０
８
４

　
内
容
　
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
・

子
供
の
発
達
に
つ
い
て

　
対
象
　
一
歳
圭
二
歳
の
お
子
さ
ん

を
お
育
て
の
お
母
さ
ん

　
日
時
・
場
所
　
1
1
月
Ｈ
日
困
　
午

後
１
時
～
３
時
　
市
役
所
６
階
第
１

大
会
議
室

　
講
師
小
児
科
医
師
長
坂
和
子
先
生

マ
マ
さ
ん
救
急
員
誕
生

岡
崎
市
婦
人
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
事
務
局
　
　
ｆ
ｉ
ｃ
Ｎ
-
５
1
５
1

　
地
域
の
「
婦
人
消
防
官
」
を
目
指

す
岡
崎
市
婦
人
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
貝

4
8
人
は
、
こ
の
ほ
ど
、
日
本
赤
十
字

社
の

た
。

「
救
急
適
任
証
」
を
受
け
ま
し

「
近
代
的
救
急
法
」
「
防
火
の

動
物
愛
護
シ
リ
ー
ズ
０
岡
崎
開
業
獣
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
犬
糸
状
虫
症
（
フ
ィ
ラ
リ
ア
）
＝

　
蚊
が
媒
介
し
て
感
染
す
る
心
臓
の
　
　
い
、
貧
血
、
喀
血
、
呼
吸
困
難
、
腹

寄
生
虫
病
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
、
血
尿
等
で
、
多
く
の
犬
が
本
来

　
蚊
に
何
度
も
刺
さ
れ
て
い
る
と
、
　
　
の
寿
命
の
半
分
位
し
か
生
き
ら
れ
ま

心
臓
の
右
心
室
に
十
五
セ
ン
チ
か
ら
　
　
せ
ん
。

三
十
セ
ン
チ
の
糸
状
の
寄
生
虫
が
寄
　
　
　
予
防
薬
を
蚊
の
発
生
し
て
い
る
期

生
し
ま
す
。
こ
れ
が
フ
ィ
ラ
リ
ア
で
、
　
間
投
与
し
て
い
れ
ば
完
全
に
予
防
で

血
流
を
障
害
す
る
た
め
様
々
な
症
状
　
　
き
ま
す
。

を
引
き
越
こ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
す
で
に
感
染
し
て
し
ま
っ

　
主
な
症
状
は
、
発
咳
、
疲
れ
や
す
　
　
た
犬
は
早
め
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

の
利
用
受
付
に
つ
い
て

岡
崎
勣
労
福
祉
会
館

　
市
内
上
地
町
に
建
設
中
の
岡
崎
勤

労
福
祉
会
館
は
、
来
年
１
月
４
日
開

館
予
定
で
す
。
開
館
に
先
だ
ち
、
利

用
申
込
み
の
仮
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
申
込
先
　
岡
崎
勤
労
会
館
（
朝
日

町
３
－

毎
日
午

　
申
込
・

方前36

--　　　　●－
５
　
酋
2
1
－
5
5
8
2
）

９
時
Ｉ
午
後
５
時

法
　
利
用
希
望
日
を
あ
ら
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生活課市民相鮫係

公23－6492～6494市民相談
つぎのような和談を行っております。お市民相談係では、

気軽にご相談ください。

毎日行っている相談

午
＝
宇
頭
公
民
館
　
午
後
１
時
3
0
分

～
４
時
＝
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー
　
１
１
･
i

月
2
4
日
図
　
午
前
９
時
3
0
分
～
正
午

＝
福
岡
市
民
ホ
ー
ム
　
午
後
１
時
3
0

分
～
４
時
＝
小
美
公
民
館

　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
法
律
相
談
　
Ｈ
月
１
日
・
1
5
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
庫
は
1
1
月
2
6
日
、
商
工
中
金
は
1
1

月
1
2
日
の
各
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
発
明
相
談
　
１
１
一
月
９
日
・
1
9
日

午
後
１
時
～
５
時

　
税
務
相
談
　
1
1
月
２
日
・
９
日
・

※相談は、すべて無料・秘密です。

※市民相談係は市役所正面玄関を入って右側です。

1
6
日
・
3
0
日

時

午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
４

　
経
営
相
談
　
1
1
月
８
日
　
午
後
１

時
～
５
時

　
労
務
相
談
　
Ｈ
月
６
日
・
2
0
日

午
前
９
時
～
正
午

　
下
請
斡
旋
相
談
　
ｒ
―
一
月
1
1
日
　
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
Ｈ
月
1
8
日
　
午

後
１
時
～
５
時

※　当直医変更　10月15日号掲載の休日緊急当直医師　内科または小児科11月21日の

　　山本クリニック（伊賀7）と11月23日山本医院（井田）が交替となりました。

商
　
工
　
相
　
談

商
工
労
政
課

商
工
会
議
所

酋
2
3
『
‐
６
２
１
２

酋
2
3
1
1
ム
り
１
Ｒ
７
‐

　
【
岡
崎
市
】

　
経
営
相
談
　
Ｈ
月
１
１
八
日
困
午
後
１

時
１
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

　
商
工
労
政
課
・
豊
2
3
－
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
商
工
労
政
課
･
0
2
3
－
6
2
1
4

　
巡
回
商
工
相
談
（
経
営
金
融
相
談
）

1
1
月
９
日
脚
　
午
前
９
時
3
0
分
～
正

名　称 内　　　　　　　　容

行政相談 市政に対する苦情・要望・意見・相談・問合せ

生活相談 日常生活から生じるいろいろな困りごとの相談

交通事故相談 文通本故の賠價問題、保険鏑求手続き､示談の進め方等の相談

高齢者職業相談5歳以上のかたの求人・求職の相談と紹介

特別の日に行っている相談m& 1 Nf~4。)

名　　　　称 相談日 相談員

心配ごと・人権相談 田3 昌 人権擁護委貝

困りごと・行政相談 回訓 行政相談委員

法　律　相　談　(頷訂I特器)
11月 ５日

９日
２日 弁　護　士

12月昌ａ

税　金　相　談 11月11日 税　理　士

住宅金融公庫

融　資　相　談 1圈詔
住宅金触公庫

相　談　貝

登　記　相　談 ｎ月ll日
司法書士

土地家屋調査士

建　築　相　談 11月17日 建　築　士

測量設計相談 ｎ月25日 洲　量　士

」
寄
附
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
神
谷
直
三
（
大
西
町
）
▼
㈱
三
井

硝
子
店
▼
宮
ノ
入
町
内
会
▼
村
井
正

規
（
洞
町
）
▼
㈱
中
日
ゴ
ル
フ
ガ
ー

デ
ン
▼
岡
田
庸
男
（
羽
根
町
）
▼
林

き
ぬ
（
北
本
郷
町
）
▼
大
原
麻
理
子

　
（
鴨
田
町
）
▼
東
部
農
業
吻
▼
六
ッ

美
農
業
謳
▼
矢
作
農
業
脇
▼
葵
農
業

腸
▼
西
山
國
雄
（
本
町
通
）
▼
㈲
旭

軒
伊
藤
菓
子
舗
▼
岡
崎
葵
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
▼
昭
和
5
7
年
度
広
幡
幼
稚

園
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
柴
田
興
業
㈱
▼
ミ
ヤ
コ

商
業
箇
▼
太
田
栄
（
上
六
名
町
）

㈱
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
石
川
輝
夫
（
上
和
田
町
）
▼
中
部

サ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼
野
田
鍛

治
（
明
大
寺
町
）
▼
安
田
光
子
（
上

地
町
）１ 岡崎市の人□ １

昭和57年10月1 日現在

　男　134,754人　　176人増

　女　137,174人　　202人増

　計　271,928人　　378人増

世帯数80,417世帯96世帯増

主
婦
の
た
め
の

　
　
税
金
教
室

東
海
税
理
士
会
岡
崎
支
部

　
　
　
　
　
　
容
剥
‘
1
６
1
1
1

　
日
時
　
Ｈ
月
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１
日
出
　
午
前
1
0
時

か
ら
正
午
ま
で
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所
　
市
民
会
館
第
一
会
議
室

※
　
受
講
者
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

　
ま
す
。

羽
根
電
話
局

　
　
営
業
窓
口
開
設

岡
崎
電
報
電
話
局

　
1
1
月
１
日
か
ら
、
羽
根
東
町
（
羽

根
小
学
校
前
）
に
あ
る
羽
根
電
話
局

に
営
業
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
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・
5
4
の
お
客
さ
ま

　
問
合
せ
　
電
話
＝
酋
5
1
－
1
0
0
0

料
金
―
豊
5
1
1
0
5
0
0



昭和57年11月１日

t●●i●●會偉●●画皿皿･岡岫市ヌポーりが－^.U･

一　　般
大　　人 600円

小　　人 300円

団　体
大　　人 500円

小　　人 250円

●
※「大人」は高校生以上、「団体」

スケート教室を

・参加資格

開きます

　子供(小･中学生)と親子(成人した兄姉と子供を含む)

・募集人員

　｢子供｣は初･中級各60名。｢親子｣は25組

・開催時間

　午後６時30分～７時30分

・貸

　１ 足 350円

戸で

●会　費

16

4
＊
i
H
i
≪
i
i
M
i
i
≪
i
i
≫
ａ
Ｂ
≪
i
f
i
i
≪
＞
i
f
M
≪
n
f
i
i
a
一

―
匍・

一
個
Ｉ

(初心者指導は毎日行います)

i娠内）

※受付開始は
　11月13日から

　「子供」は3,500円，「親子」は6,000円。親子の場

　合，大人１名追加3,000円，子供１名追加2,500円

・開催日

回
子供初級 子供中級 親　　子

月　　日 月　　日 月　　日

１回
11月18' 19 ・

20・22・23 日

ｎ月25・26・

27・29・30日

11月21・28日

12月5・12日

２回
12月9 ■10・

11・13・14日

12月16・17・

18・20・21日

１月9 ･ 16・

23・30日

・編集と発行　m崎市市長公室秘書課〒444岡崎市十王町２丁目９番地　023－6033
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